
の
型
式
よ
り
登
期
限
化
し
儲
れ
る
も
の
な
る
こ
ご
、
他
の
ら
る
、
も
の
な
る
を
知
る
存
し
。
型
式
學
の
方
法
も
畢
覚

生
物
界
の
諸
現
象
ご
同
じ
一
、
進
化
論
の
原
則
に
支
配
せ
　
此
の
進
化
の
大
原
則
の
入
用
の
一
端
の
み
○
（
此
章
未
完
）

欧
洲
西
部
職
瘍
の
地
理
観
・

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
五
年
に
亘
つ
だ
世
．
界
戦
事
は
彌
濁
逸
の
降
伏
に
等
し
き

休
載
欝
欝
に
よ
っ
て
絡
結
し
だ
○
其
の
突
螢
の
初
に
當
っ

て
我
々
の
交
戦
國
の
國
士
人
口
資
力
に
よ
っ
て
打
算
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
ラ
ソ
ス

我
が
聯
合
論
叢
の
勝
利
を
得
べ
き
罐
衡
は
綿
甲
填
雨
國
の

悪
辣
な
る
手
段
に
よ
っ
て
顛
覆
さ
れ
ん
こ
し
に
が
、
絡
に

陸
上
及
び
海
上
に
於
て
揮
う
だ
暴
力
が
自
か
ら
を
回
し
て

載
敗
者
こ
し
て
屈
服
す
る
の
已
む
な
き
窮
境
に
陥
つ
π
。

是
は
濁
逸
話
民
ε
し
て
は
支
那
入
の
所
謂
天
道
還
る
を
好

む
ご
い
ひ
、
己
に
出
だ
る
も
の
は
己
に
還
る
こ
い
ふ
悲
惨

な
判
決
に
服
毒
し
把
も
の
で
、
暴
力
に
翻
す
る
正
義
の
勝

第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
獣
洲
薦
部
職
瘍
の
地
理
魏

理
學
博
士

小

川

琢

治

利
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

　
之
を
戦
場
に
就
い
て
槻
れ
ば
、
戦
局
の
初
期
に
於
て
臼

新
型
國
に
跨
る
西
部
載
線
ご
、
東
灘
漏
士
波
蘭
及
び
ガ
フ
・

シ
ァ
載
線
及
び
塞
二
黒
西
載
線
の
東
部
爾
戦
線
か
ら
成
り

伊
太
利
の
宣
戦
に
よ
っ
て
北
伊
太
利
の
南
孫
戦
線
が
附
加

へ
ら
れ
、
更
に
勃
俄
利
亜
、
土
耳
其
、
希
臓
　
絶
ソ
タ
子

グ
ロ
ー
総
軍
の
加
入
に
よ
っ
て
バ
ル
カ
ン
豊
島
は
凱
麻
の

如
く
入
り
織
れ
て
戦
つ
だ
◎
然
る
に
英
國
の
ガ
リ
ボ
リ
宇

島
及
び
バ
グ
ダ
ッ
ト
遽
征
途
の
敗
戦
、
露
國
の
敗
績
、
羅

馬
尼
の
塞
加
ご
潰
敗
，
塞
耳
底
の
全
土
喪
失
翻
意
寓
し
て

第
一
號

六
五
　
　
（
六
一
乱
）



第
四
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
獣
洲
西
部
戦
霧
の
地
理
襯

東
部
及
び
東
南
蔀
の
戦
線
は
霊
く
ヒ
ン
デ
ン
ブ
川
グ
、
マ

ツ
ケ
ソ
ぜ
ン
等
の
諸
軍
に
躁
叢
話
窓
さ
れ
了
り
隔
第
二
、

三
期
に
於
け
る
職
凝
狽
は
全
く
中
央
同
盟
国
の
意
の
儘
こ
な

つ
だ
厭
態
で
、
終
に
露
國
の
革
命
に
次
ぐ
琵
解
に
よ
っ
て

東
田
東
南
部
を
通
む
て
聯
合
國
の
載
応
力
は
殆
ざ
全
く
全

滅
し
た
。

　
此
の
間
に
西
部
及
び
南
部
の
戦
線
は
臼
佛
英
伊
四
國
の

悪
戦
苦
闘
に
よ
っ
て
殆
ん
ざ
全
く
釘
着
に
さ
れ
把
璽
濠
を

維
持
し
、
特
に
西
部
に
在
っ
て
は
初
年
秋
季
猫
逸
軍
の
侵

入
以
察
戦
線
の
移
動
甚
だ
小
く
、
濁
逸
軍
の
ダ
ン
ク
川
ク

ァ
・
・
、
ア
ン
を
目
標
＆
せ
る
澄
撃
は
悉
～
撃
…
進
さ
れ
、
特
に

ブ
エ
ル
ダ
ン
の
固
守
ご
昨
年
の
古
墨
に
よ
っ
て
厨
盟
軍
に

一
泡
を
吹
か
せ
陀
が
、
東
部
の
潰
敗
の
影
響
は
颪
郭
話
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

に
影
響
し
て
、
北
伊
太
利
に
で
は
濁
填
軍
の
東
北
伊
太
利

に
於
け
る
大
進
出
こ
な
り
、
今
春
の
巴
里
、
ア
ミ
ア
ン
を

罵
標
こ
せ
る
大
進
出
ご
な
り
、
第
四
期
に
於
て
も
聯
合
軍

は
伺
ほ
不
利
の
重
態
を
脱
せ
な
ん
だ
。

第
一
號

山ハ

Z
　
　
（
六
犬
）

然
る
に
戦
線
に
於
け
る
一
勝
鋪
敗
よ
り
も
蓬
か
に
大
な

る
敷
果
は
合
衆
愚
の
黎
加
に
よ
っ
て
徐
々
に
西
部
載
事
に

現
は
れ
、
今
秋
に
至
っ
て
濁
逸
軍
の
串
鼻
を
挫
く
フ
矛
ッ

シ
ュ
元
帥
の
作
戦
見
事
に
成
功
し
て
、
第
ニ
マ
ル
ヌ
戦
の

敗
績
を
最
期
こ
し
て
猫
耳
軍
は
敗
退
叉
鋤
敗
退
、
絡
に
佛

國
々
境
に
腿
迫
さ
れ
、
臼
國
の
一
宇
を
撤
退
し
、
絡
に
兜

を
脱
ぎ
軍
門
に
降
る
の
醜
態
に
よ
っ
て
数
千
萬
入
の
血
を

流
し
把
悲
劇
は
飽
氣
な
く
幕
を
下
し
旗
、
勿
論
濁
逸
降
伏

の
前
に
は
±
勃
の
履
伏
ご
、
填
國
の
潰
餅
が
あ
っ
て
、
猫

逸
が
職
事
を
勲
績
せ
ば
東
南
爾
面
か
ら
も
聯
合
軍
の
侵
入
．

を
破
る
べ
き
瞼
悪
な
状
態
に
陥
…
つ
た
の
で
、
其
の
忍
事
休

し
た
こ
の
漸
念
を
早
め
把
の
で
あ
ら
う
が
、
西
部
に
先
づ

起
つ
た
戦
箏
は
同
じ
く
西
部
に
於
て
最
後
の
鎌
瀬
を
被
つ

π
の
は
事
事
で
あ
る
。

　
此
の
大
更
箏
に
於
け
る
決
戦
は
何
庭
で
載
は
れ
把
か
。

矢
張
り
初
年
の
秋
九
月
に
巴
里
を
目
標
ご
七
て
佛
國
に
侵

入
し
、
一
氣
に
ブ
エ
川
ダ
ン
、
巴
里
間
の
佛
軍
載
線
を
突



O

済
せ
ん
こ
し
て
、
マ
〃
ヌ
河
眸
・
で
巴
里
要
塞
か
ら
の
側
面

攻
撃
に
遇
ひ
、
ク
〃
ソ
ク
軍
が
蔓
勝
に
乗
じ
π
邉
撃
の
姿

勢
か
ら
一
補
し
て
蓬
か
に
東
北
に
押
し
返
さ
れ
た
の
が
最

大
の
蹉
跣
で
、
是
よ
り
以
後
西
部
の
網
干
軍
は
如
何
に
奮

闘
し
て
も
絡
に
決
定
的
捷
利
を
獲
る
能
は
す
，
特
に
先
づ

佛
國
を
晒
b
業
を
反
し
て
露
國
に
早
り
、
東
西
爾
話
線
に

於
て
年
年
の
聞
に
意
の
如
く
全
勝
を
占
め
ん
こ
し
だ
所
の

豫
定
計
書
を
全
く
黒
餅
に
薫
せ
し
め
π
の
で
あ
る
。
蜜
に

ア
チ
ラ
が
四
五
一
年
ア
エ
チ
ウ
ス
、
メ
ロ
ブ
エ
、
’
グ
オ
ド

ジ
ソ
ク
の
聯
含
軍
に
シ
ヤ
ー
ロ
ン
の
野
に
敗
ら
れ
だ
以
來

の
重
職
が
、
隠
じ
河
の
下
流
で
載
は
れ
た
の
で
め
る
○
第

二
の
ハ
ン
ス
ご
呼
ば
れ
π
、
畠
土
州
が
森
羅
で
再
び
其
炮
降

の
氣
勢
を
殺
が
れ
だ
の
は
、
所
諮
歴
史
の
繰
返
さ
れ
把
奇

蹟
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
億
。

　
此
の
第
；
ル
ヌ
轟
轟
摩
一
進
｛
退
し
把
西
部
戦
傷
に

於
け
な
彼
我
形
勢
の
轡
九
一
八
年
に
於
け
る
轄
倒
は
實
に

虚
妄
直
下
－
で
、
積
水
を
臨
急
の
難
に
決
し
．
圓
石
を
千
傍

　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
瞭
溺
繭
都
戦
霧
の
地
理
魏

の
山
に
請
す
る
が
如
き
勢
で
あ
る
○
鳥
銃
三
月
に
於
σ
る

職
局
は
同
盟
國
が
東
部
丸
環
か
ら
生
じ
だ
識
力
を
以
て
補

充
し
論
客
備
隊
を
提
げ
て
、
前
年
西
部
に
失
へ
乃
陣
地
に

蝕
し
て
加
へ
淀
猛
烈
な
襲
撃
を
見
る
に
、
五
年
來
の
職
争

の
結
末
を
一
癖
に
決
せ
ん
こ
し
だ
も
の
で
、
終
に
長
距
離

・
砲
に
よ
っ
て
巴
里
を
威
嚇
し
、
七
月
に
至
り
再
び
其
西
南

の
突
角
よ
リ
マ
ル
ヌ
河
畔
に
総
勢
し
、
巴
里
ア
ミ
ア
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

奪
取
せ
ざ
れ
ば
止
ま
ぬ
勢
を
示
し
、
五
ク
年
聞
に
於
け
る

第
二
の
大
危
機
で
あ
っ
π
o
之
に
戯
し
て
フ
ォ
ッ
シ
丑
兀
紳

の
手
に
統
一
さ
れ
π
聯
二
軍
の
宥
動
は
、
其
攻
撃
の
機
先

を
制
し
、
譜
磐
の
下
に
茎
露
鋒
を
挫
き
、
更
に
進
撃
に
次

ぐ
に
直
撃
を
錫
て
し
，
充
隠
せ
る
聯
合
軍
を
提
げ
て
息
を

纏
が
せ
ぬ
攻
撃
振
を
示
し
，
賓
に
五
年
聞
の
溜
飲
を
一
度

に
下
げ
π
快
事
で
あ
る
。
然
る
に
我
が
同
胞
中
に
誌
篁

．
ア
川
ヌ
職
の
意
義
を
解
せ
ぬ
か
叉
は
解
せ
ぬ
が
如
く
装
ひ

つ
》
．
軍
事
專
門
家
こ
し
て
激
洲
職
を
談
じ
．
或
は
臼
ら

許
す
猫
逸
適
に
し
て
休
職
條
約
成
立
の
登
表
あ
る
頃
し
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
窮
　
楢
　
號
　
　
　
　
　
　
山
四
七
　
　
（
鴫
ハ
ふ
U
）



　
　
　
第
四
懸
　
雑
纂
麟
洲
酉
黙
職
蕩
の
地
理
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
六
八
（
六
八
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ヌ
、
ブ
エ
雲
門
、
エ
ー
ヌ
の
諸
水
の
漢
谷
は
防
禦
線
こ
し

て
重
要
で
、
濁
逸
軍
の
突
破
に
よ
っ
て
マ
ル
ヌ
河
左
岸
に

足
溜
b
を
得
る
芝
ば
ブ
エ
川
ダ
ン
、
巴
里
間
の
佛
軍
螺
線

に
甥
し
て
最
も
正
客
で
あ
る
。
叉
た
西
部
戦
線
が
久
し
く

其
北
に
診
て
レ
ン
ス
、
ソ
ア
ソ
ン
、
ペ
ロ
ン
ヌ
、
ア
川
ラ

ス
間
の
弓
歌
の
線
を
成
し
、
一
進
一
退
し
花
の
は
聯
合
軍

の
最
も
努
力
を
要
し
た
斯
で
、
最
後
に
本
年
濁
郡
下
が
猛

烈
な
攻
勢
に
よ
っ
て
此
の
部
分
を
破
っ
て
ア
ミ
ア
ン
、
．
巴

愚
計
の
交
通
線
を
脅
か
し
た
の
は
、
詰
軍
の
脆
き
敗
職
に

も
よ
っ
た
が
、
之
を
地
勢
上
よ
り
い
ふ
も
．
レ
ン
ス
西
方

の
タ
ル
ド
ノ
ァ
高
地
及
び
東
西
に
走
る
小
謡
谷
を
北
よ
り

南
に
越
ね
て
佛
軍
を
攻
め
る
は
難
く
、
ソ
ン
ム
其
他
の
東

西
に
走
る
渓
谷
に
洛
ひ
西
に
向
ひ
粛
軍
を
攻
め
る
は
易
か

‘
つ
た
の
が
薯
し
く
載
局
に
羅
響
し
π
も
の
こ
想
は
れ
る
○

最
後
の
聯
合
軍
の
逆
撃
に
當
っ
て
同
じ
く
此
等
の
東
西
に

走
る
漢
谷
に
沼
ひ
最
も
容
易
に
蓬
捗
し
セ
こ
こ
か
ら
も
、

此
の
想
定
の
蓋
然
な
る
は
明
か
で
あ
る
．

第
四
巷
　
　
維
　
纂
　
　
歎
洲
西
部
戦
鶴
の
地
理
麟

　
故
に
西
部
戦
線
に
於
て
猫
逸
軍
が
二
画
ま
で
マ
川
ヌ
河

の
渡
河
に
於
て
失
敗
し
た
の
は
、
何
時
も
西
方
か
ら
東
西

乃
至
東
北
西
南
に
疑
る
》
マ
ル
ヌ
婆
心
の
諸
水
に
澹
ひ
其

側
面
を
脅
か
す
蓮
動
に
成
功
し
淀
も
の
で
、
佛
軍
が
レ
ン

ス
高
地
の
突
角
を
維
持
し
て
、
其
西
に
於
け
る
猫
逸
軍
の

南
進
軍
器
に
野
し
て
重
大
な
る
威
嚇
ご
な
っ
て
居
π
の
が

此
の
方
面
に
於
け
る
五
ク
年
下
の
戦
醐
に
労
し
て
非
常
に

深
い
意
義
を
有
し
て
居
る
○
第
一
マ
ル
ヌ
戦
後
に
ヂ
ヨ
ソ

フ
ル
元
帥
の
巧
妙
な
作
戦
に
よ
り
、
〃
ン
ス
近
傍
か
ら
濁

逸
民
を
撃
幽
し
陀
の
は
、
薫
風
マ
ァ
ヌ
職
に
重
し
て
天
王

山
占
領
の
如
き
意
嚢
を
有
し
て
居
る
。
猫
叢
叢
軍
の
戦
闘

振
り
は
元
三
天
正
年
開
の
甲
越
爾
軍
の
如
く
、
虚
實
相
當

り
、
何
れ
の
場
合
に
も
撤
退
宜
し
き
を
失
は
す
、
最
初
の

濁
逸
軍
の
疾
風
の
如
き
襲
撃
に
醤
し
て
ブ
エ
ル
ダ
ン
を
椹

軸
こ
し
て
西
北
東
歯
に
走
る
載
線
か
ら
、
左
翼
の
退
却
に

よ
り
大
事
縛
蓮
動
を
な
し
て
、
東
西
に
近
き
ブ
エ
ル
ダ
ン

巴
里
聞
の
東
西
に
走
る
戦
線
こ
な
る
ま
で
に
、
初
期
に
於

第
一
総

州ハ

縺
@
　
（
六
ふ
ル
）



　
　
　
第
四
谷
　
　
離
　
纂
　
　
鰍
洲
湾
部
戦
慶
の
地
理
魏

て
悲
惨
な
る
敗
退
を
除
儀
な
く
さ
れ
だ
時
に
は
、
佛
軍
の

被
つ
淀
打
繋
は
頗
る
大
で
あ
っ
π
が
、
而
か
も
其
の
戦
圖

主
力
を
保
持
し
て
長
途
の
行
軍
に
疲
れ
だ
敵
の
右
翼
に
、

．
巴
塁
要
塞
の
守
備
に
當
れ
る
新
鋭
の
都
隊
を
以
て
見
事
な

る
逆
撃
を
試
み
、
其
側
面
を
猛
打
し
て
【
氣
に
攻
勢
に
信

じ
把
手
際
は
、
佛
國
民
の
血
を
湧
か
せ
て
、
何
庭
ま
で
も

戦
線
を
園
守
し
イ
、
頽
勢
を
挽
圓
安
ん
こ
す
る
勇
氣
を
鼓
舞

し
得
π
り
爾
來
濁
逸
軍
は
此
の
東
西
載
線
に
撃
て
幾
度
も

部
分
的
攻
撃
を
試
み
て
何
時
も
失
敗
に
了
り
、
巴
里
シ
ャ

ー
“
ン
聞
の
交
通
幹
線
は
確
保
さ
れ
、
ブ
エ
ル
ダ
ン
、
メ

ツ
ツ
線
及
び
ツ
ー
ル
、
ナ
ン
シ
ー
、
　
ス
ト
ラ
ス
ブ
〃
グ
線
…

は
常
に
佛
軍
の
手
に
在
つ
把
Q
皇
太
子
軍
が
全
力
を
盤
し

て
ブ
エ
ル
ダ
ン
嚢
取
戦
を
試
み
陀
の
は
、
侵
入
軍
こ
し
て

先
づ
其
第
一
線
の
三
身
を
略
し
て
ム
ー
ズ
河
に
沿
ひ
其
第

　
二
線
を
脅
さ
ん
算
し
た
正
潮
影
計
叢
で
あ
る
◎
東
方
か
ら

　
巴
璽
に
蓬
ぜ
ん
ご
す
る
に
は
ブ
エ
ル
ダ
ン
は
第
一
の
攻
撃

．
目
標
π
ら
ざ
る
を
得
ぬ
、
然
る
に
是
亦
に
失
敗
に
了
り
、
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濁
逸
軍
の
左
翼
よ
り
は
、
戦
線
の
突
破
は
全
く
毘
家
な
ん

だ
○
其
の
最
後
の
手
段
こ
し
て
オ
デ
ズ
、
ソ
ン
ム
漢
谷
に

漕
ひ
ア
ミ
ア
ン
巴
里
闇
に
逡
出
し
、
英
佛
逸
楽
を
申
断
し

て
英
軍
を
粉
蕎
せ
ん
ご
試
み
π
の
は
、
天
運
に
擦
る
佛
國

精
兵
を
避
け
、
未
熟
な
る
英
軍
の
戦
線
に
鋒
を
向
け
、
成

功
せ
ば
佛
國
北
部
を
席
憲
し
、
ド
ー
プ
フ
ー
海
峡
夕
占
領

し
、
草
本
國
を
も
威
嚇
し
得
べ
し
ご
し
た
も
の
で
、
是
れ

亦
把
西
部
戦
線
に
於
σ
る
侵
入
軍
の
作
為
こ
し
て
正
當
な

計
書
で
あ
っ
て
、
本
年
の
最
後
の
大
攻
勢
は
此
の
意
味
に

於
て
…
幾
分
の
成
績
を
暴
げ
控
課
で
あ
る
。
故
に
此
時
濁
逸

軍
が
ア
ミ
ア
ン
に
到
達
し
得
た
な
竃
ぱ
、
聯
合
軍
に
は
非

常
な
打
撃
こ
な
つ
陀
が
、
一
時
崩
れ
ん
こ
し
た
英
軍
は
、

佛
軍
の
協
力
に
よ
り
職
線
突
破
の
侵
入
軍
の
計
叢
を
挫
き
卑

得
て
此
の
危
機
を
脱
し
π
。

　
一
九
一
四
年
掛
家
濁
逸
軍
は
其
精
兵
を
西
部
戦
場
に
廻

し
、
幾
度
も
集
團
攻
撃
に
よ
っ
て
堅
固
な
三
選
を
蓉
取
せ

ん
ご
試
み
、
部
…
分
的
勝
利
を
得
る
爲
め
に
多
大
の
犠
牲
を



沸
っ
把
の
は
、
長
篠
の
柵
外
に
て
織
田
軍
の
鐵
砲
に
撃
れ

た
叩
州
軍
の
如
く
、
次
第
に
攻
勢
の
鋒
を
鈍
ら
し
、
特
に

弊
楽
な
ブ
エ
川
ダ
ン
奪
取
載
に
於
て
プ
ロ
ソ
ク
の
守
勢
を

利
こ
す
る
卓
上
論
を
し
て
名
を
成
さ
し
め
た
。
ヂ
ヨ
ソ
ゾ

川
元
帥
の
執
っ
た
壁
を
堅
く
し
て
秦
兵
に
撃
つ
把
廉
弘
長

李
の
作
戦
を
學
ん
だ
襲
爵
は
、
時
日
の
遷
延
ご
共
に
倍
有

効
こ
な
り
、
終
に
聯
含
軍
に
平
台
が
・
墾
署
す
る
に
及
び
、

季
時
に
於
て
濁
填
雨
隠
に
潔
し
三
四
倍
す
る
工
業
の
製
造

能
力
を
以
て
、
“
全
力
を
平
し
て
兵
器
其
他
の
軍
資
を
集
め

國

栖

の

名

義

　
大
和
吉
野
の
山
中
に
國
栖
蓬
い
ふ
一
種
の
異
俗
の
人
民

　
　
　
　
　
　
や
ぼ
び
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ど
ぴ
と

が
居
把
。
研
三
山
入
の
一
種
で
、
里
人
ご
は
虫
下
様
子
の

蓮
っ
だ
も
の
で
あ
っ
だ
ら
し
い
。
鷹
紳
天
皇
の
十
九
年
に

吉
野
離
宮
に
行
幸
の
あ
っ
π
時
、
彼
等
來
靭
し
て
醗
酒
を

第
饅
奮
　
　
雑
　
纂
　
　
國
糖
の
多
義

無
数
の
大
砲
、
タ
ン
ク
、
自
動
車
、
飛
行
機
を
以
て
其
疲

懲
せ
る
野
地
を
攻
饗
す
る
こ
ご
＼
な
り
、
終
に
濁
皇
父
子

を
し
て
長
篠
戦
敗
に
彷
彿
た
る
潰
敗
を
な
さ
し
め
だ
。

　
我
々
は
惨
澹
陀
る
戦
雲
に
餓
さ
れ
詑
世
界
が
横
暴
な
る

軍
國
主
義
の
潰
滅
に
よ
り
再
び
季
和
の
天
地
ご
な
っ
た
新

年
を
迎
ふ
る
に
當
り
、
其
の
維
過
を
追
跡
し
て
今
臼
あ
る

を
得
せ
し
め
だ
る
マ
川
ヌ
戦
捷
の
意
義
を
高
調
し
て
、
聯

合
國
の
幸
運
を
製
せ
ん
こ
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
年
十
一
月
十
九
日
稿
）

文
學
博
士

幽轡

田

貞

thn．．一

噺』
口

献
じ
泥
○
日
本
紀
に
は
正
に
『
來
朝
』
こ
い
ふ
交
字
を
使
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
み

て
居
る
。
彼
等
は
人
こ
な
り
涼
朴
で
、
常
に
山
菓
を
取
っ

　
　
　
　
　
　
み
へ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に

て
喰
ふ
。
ま
花
蝦
鰻
を
煮
て
上
蓋
こ
す
る
。
其
の
土
は
京

（
辮
騒
濾
購
」
よ
蔽
東
南
、
山
を
隔
て
善
野
河
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